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ヒ
ツ
ク
ス
由
利
子
盟
論

第
五
十
八
巻

六
九
八

俸
六
擁

回

ヒ

ツ

ク

ス

の

利

子

理

論

(
承
前
)

青

山

秀

夫

四

前
一
一
項
比
於
て
吾
々
は
ヒ
ッ
ク
ス
の
利
子
場
論
が
動
壊
的
一
般
均
衡
理
論
の
視
結
か
ら
展
開
さ
れ
る
と
と
を
絞
べ
、
更
に
w
宅
自
動

接
的
一
般
均
街
理
論
が
如
何
な
る
特
徴
主
有
す
る
か
、
ま
た
ヒ
ッ
ク
ス
は
、
己
れ
に
よ
っ
て
現
代
利
子
理
論
に
於
け
る
針
立
を
如
何

に
趨
克
せ
ん
と
す
る
か
を
、
要
約
的
に
明
か
に
し
た
。
次
に
吾
々
は
以
上
陀
要
約
さ
れ
た
内
容
を
詳
論
せ
ね
ば
訟
ら
ぬ
。
此
の
周
摘
に

吾
々
は
先
づ
本
稿
に
於
て
、
か
〈
の
如
苦
理
論
構
成
の
た
め
に
ヒ
ヴ
タ
ス
は
如
何
た
る
考
案
を
利
用
す
る
か
、

E-
の
己
と
を
明
か
に

し
よ
ろ
と
思
ム
。
既
に
前
項
に
於
て
吾
々
は
、
均
衡
概
念
の
動
皐
化
?
と
い
ふ
考
案
が
、
動
皐
的
一
般
均
衡
理
論
白
向
溌
馳
た
る
己
と

を
明
か
に
し
た
が
、
次
に
吾
々
は
.
此
の
理
論
構
成
の
た
め
の
諸
考
案
を
、
山
「
週
」
(
R

吉
井
ョ
)
「
月
曜
日
」
(
£
声
。

E
E
1
v
k
闘
す

る
保
定
、
間
「
確
定
的
債
格
強
想
の
傾
定
」

(
E
E
E
Z
8
0
『官
0
4
E
1
s
士
宮
n
E
E品、

問
委
本
市
場
の
構
造
の
早
純
化
の
順
序

で
、
以
下
三
段
に
分
っ
て
説
明
し
よ
う
と
思
ふ
。

此
白
動
間
半
的
一
般
均
衡
明
論
。
「
微
分
接
的
構
成
」
が
ヒ
ツ
ク
ス
の
動
畢
的
一
般
均
衡
理
論
の
特
徴
を
註
f
E
K
を
示
し
た
(
第
三
世
)

既
に
吾
々
は
均
衡
概
念
の
動
型
的
横
張
が
動
態
的
一
般
均
衡
理
論
白
根
本
の
主
有
限
で
あ
る
E
と
を
銭
べ
る
と
と
も
忙
、
更
に

が
、
先
づ
此
白
「
微
分
菌
学
的
構
成
」
に
闘
す
る
諸
考
案
に
つ
い
で
綾
J

べ
た
い
。

既
述
の
如
く
、
ヒ
ヅ
ク
ス
に
於
て
は
、
均
衡
概
念
は
土
記
の
意
味
じ
於
て
動
曲
学
化
さ
れ
、
経
済
シ
ス
テ
ム
は
つ
胞
に
均
衡
欣
態
陀



あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
占
は
い
ふ
も
の
D
、
然
し
そ
の
均
衡
は
、
何
ら
か
の
試
行
錯
誤
を
侠
っ
て
始
め
て
成
立
し
得
る
も
の
で
あ
り
、

が
成
立
し
て
自
己
を
存
続
す
る
期
聞
を
、
便
宜
的
に
、

多
か
れ
少
か
れ
自
己
保
存
性
を
有
す
る
も
白
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
ヒ
ッ
ク
ス
は
、
酔
く
の
如
宮
動
皐
的
均
衡
(EM唱。
E
4
m宮山】
MZEB)

「
週
」
(
町
民
当
日
r
J
と
呼
ぶ

(FOBZ自
1
呂
田

Q
p
g
B
E且

1
B
骨

E
悶

F
0

4
2
r
勿
論
此
の
「
週
」
の

E
H
E
E
F凶
包

F
は
金
〈
悉
意
的
e
a
e
る〉。

と
己
ろ
で
「
週
し
を
、
か
く
の
如
〈

動
撃
的
均
衡
白
持
績
期

間

即
ち
R
R

宮
門
司
自
主
。
町

c
g
o
昔
ユ
ロ
四
五
日

F
S
E
Z自
自
吉
。

2
2ロ
g
m
a
F
E
E
也
、
と
し
て
構
成
ず
る
た
め
に
ヒ
ッ

ク
ス
は
弐
D
如
〈
構
想
す
る
。
ー
第
一
、
市
場
開
揚
の
不
連
績
性
。
市
場
は
週
の
中
の
或
る
一
日
陀
限
っ
て
閲
か
れ
る
。
従
っ
て
契

約
は
、
そ
白
履
行
は
何
日
で
あ
っ
て
も
闘
は
た
い
が
、
た
だ
此
の
市
場
開
揚
日
に
し
か
締
結
さ
れ
得
友
い
。
縫
っ
て
債
格
形
成
ば
た

だ
此
の
一
市
場
開
場
自
民
於
て
し
か
行
は
れ
得
ね
。
ヒ
グ
ク
ス
は
此
の
市
場
開
揚
日
を
「
月
限
」
(
な
昌
B
E『
J

と
L

名
付
け
あ
。
第
三
、

計
軍
要
夏
目
不
連
続
性
。
動
事
的
一
般
均
衡
迎
論
に
於
て
は
、
主
憾
の
市
場
行
動
に
闘
し
で
、
そ
の
背
後
に
将
来
に
割
寸
る
行
動
計

塞
が
考
へ
ら
れ
る
と
と
は
い
ふ
士
で
も
た
い
。
悼
山
川
ず
旬
、
此
白
計
査
は
費
動
過
程
が
問
題
で
あ
る
以
上
、
合
理
的
に
編
成
さ
れ
る
に
も

拘
肱
ら
争
、
然
も
錯
誤
を
合
み
、
屡
を
そ
白
再
編
成
田
必
要
を
生
守
る
己
と
は
明
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
ヒ
ッ
ク
ス
は
、
此
の
計
聾

務
更
は
た
だ
月
曜
に
し
か
行
ほ
れ
ぬ
と
仮
定
す
る
。
〈
調
は
ば
自
信
自
主
。
白
色

E
Z
E
E
-
B
E
E伺

F
0
2
0
C
o

閥
家
殻
算
は
議
合

忙
於
で
決
定
さ
れ
、
商
品
慣
此
白
強
算
に
縫
っ
て
国
家
活
動
が
行
は
れ
る
が
、
ヒ
ッ
ク
ス
が
考
へ
る
市
場
主
購
も
亦
か
〈
の
如
昔
も
の

で
あ
る
。
然
も
、
ヒ
ッ
タ
ス
が
市
場
主
慌
に
つ
い
て
恨
定
ず
る
己
と
は
、
強
算
乃
至
計
聾
白
費
更
を
絶
叫
割
忙
認
め
鼠
駒
じ
於
て
、
F

岡

家
の
岨
割
合
主

H
も
-
居
巌
格
で
あ
る
。
第
一
二
、
摩
擦
白
拍
象
。
此
の
「
月
曜
」
の
市
場
に
於
て
、
凡
て
の
取
引
謝
象
に
亙
っ
て
需
給

を
一
致
吐

L
め
る
如
昔
、
債
格
シ
ス
チ
eA
は
、
必
や
し
も
、

一
事
に
し
て
樹
立
さ
れ
る
と
は
限
ら
れ
ね
。
多
〈
の
揚
合
、
か
〈
む
如

と
と
ろ
で
ヒ
ッ
ク
ス
位
此
の
試
行

曹
均
衡
債
格
h
v

ス
テ
ム
ド
ド
到
達
す
る
た
め
ド
は
、
多
か
れ
少
か
れ
、
試
行
錯
誤
か
必
要
で
あ
る
。

ヒ
ツ
h
f
λ

由
利
子
理
論

俸
五
十
凡
巻

大
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ヒ
ツ
ク
ス
由
利
子
理
論

第
五
十
凡
巻

大

七
C
C

第
六
説

錯
誤
白
過
程
に
於
け
る
債
格
費
動
が
も
売
ら
す
撹
飢
は
日
間
-
回
開

Frr
で
あ
る
と
す
る
{
自
国
臣
官
s
n
且

F
m
E包
EEE冒
w
L
F
O

舎
E
E品
畠
百
官
。
S
H
m
n
v
E
哲
也
E
品
目
E
H
E
r
s
a
E
Z
F邑
念
。
賃
質
的
に
は
経
済
主
憾
の
知
識
の
完
全
を
も
含
め
て
、
市

場
が
完
全
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
此
の
俄
定
の
受
賞
性
は
大
雪
い
わ
け
で
あ
る
~
此
の
意
味
陀
於
て
此
の
俄
定
は

J
E
E
E
E
H
E自

民

自

2
『
す
皇
官

E

Z
臣
官
E
4
0凶
E
H
E
M
S
-切
と
も
云
ひ
得
る
ロ

以
上
申
諸
考
案
に
よ
っ
て
、
月
曜
白
市
場
開
場
中
に
成
立
す
る
一
時
的
均
衡
債
格
は
、
そ
の
週
の
経
済
主
慢
の
行
動
に
封
し
て
、

簡
は
ぽ
揺
ぎ
た
き
支
配
力
を
保
障
さ
れ
る
。
均
衡
債
格
成
立
ま
で
の
過
程
は
、
形
式
的
に
存
存
ず
る
け
れ

E
も
、
事
寅
無
音
陀
ひ
と

し
い
と
見
ら
れ
る
。
均
衡
債
格
が
一
旦
成
立
す
れ
ば
、
そ
D
週
の
問
債
格
は
不
渡
で
あ
り
、
縫
っ
て
、
経
済
主
躍
の
行
震
の
動
機
を

左
右
す
る
因
子
に
費
化
は
友
い
。
悼
摘
も
、
計
聾
は
不
裂
で
あ
る
か
ら
、
謂
は
ぽ
主
親
的
理
動
因
子
も
存
在
し
た
い
。
か
〈
て
以
上
白

諸
考
案
は
、
月
限
日
に
成
立
し
た
均
衡
の
遇
の
間
に
於
け
る
自
己
保
存
性
を
保
障
す
る
も
の
に
他
た
ら
守
、
従
っ
て
ま
た
、
所
調

-h

「
微
分
皐
的
構
成
」
に
謝
し
て
決
定
的
意
義
を
も
っ

k
云
へ
る
。
と
己
ろ
で
、
か
〈
白
加
〈
、
「
微
分
畢
的
構
成
」
に
勤
し
て
基
本
的

在
る
考
案
に
劃
し
て
、
弐
に
吾
々
は
謂
は
ば
補
助
的
た
る
偲
定
を
考
へ
ね
ぽ
左
ち
砲
。

E 

人
聞
の
皆
み
は
つ
-
胞
に
理
想
い
基
づ
き
計
霊
的
に
行
は
れ
る
が
、
此
の
強
想
乃
至
計
聾
が
極
め
て
複
雑
在
る
構
誌
を
有
す
る

己
、
と
は
、
吾
々
自
身
白
日
常
の
行
動
を
反
省
し
た
ぺ
だ
け
で
も
川
直
ち
に
明
か
在
事
震
で
あ
る
。
と
E
ろ
で
ヒ
ッ
ク
ス
は
此
の
強
想
の

。)
構
造
を
圃
式
的
に
車
純
化
す
る
己
と
に
よ
っ
て
「
微
分
皐
的
構
成
」
に
便
宜
た
ら
し
め
土
事
・
と
す
る
が
、
此
の
俄
定
は
、
彼
に
よ
っ

て
、
ゴ
義
的
に
確
定

L
た
債
格
強
怨
の
俄
岳
と
呼
ぽ
る
る
も
の
で
あ
る
。
今
地
の
ヒ
ッ
ク
ス
の
仮
定
を
吾
々
問
身
自
立
場
か
ら

再
構
成
し
て
絞
べ
れ
ば
、
攻
の
如
〈
で
あ
る
。
第
一
、
計
霊
の
一
一
枝
性
の
偲
定
(
謂
は
ば

F
O
E
E
E
1
8
E
邑
:
百
四
K
Z
E
)
O

， 

所調“tempo阻 ryequilibrium"の集金さは、曲田市場町完星をき陀も規定され
る。市場がe<D程度..~完圭である恥に従って“ temporarý equilibdum"。
完全さは様々D も白 CおりI得る。此田監から去っても、“temporaryequilibr.守
ium"は形式的eある。
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は
行
動
白
計
聾
を
編
成
す
る
に
営
っ
て
、
屡
と
こ
れ
を
、
謂
は
ぽ
樹
校
欣
仁
編
成
す
る
。
即
ち
、
曲
商
品
咽
り
か
の
計
書
を
編
成
し
?
、
如

何
た
る
計
聾
を
選
ぶ
か
は
、
そ
白
後
の
倣
勢
の
展
開
主
見
て
決
め
呂
場
合
が
と
れ
で
あ
る
。
明
か
に
一
般
的
に
は
、
帰
来
程
不
確
定

• 

性
が
強
い
か
ら
、
此
の
と
と
と
熔
巴
て
、
遠
い
帰
来
程
、
代
替
可
能
在
計
置
が
多
数
に
編
成
さ
れ
る
E
ー
と
と
た
る
。
か
〈
て
手
近
か

左
と
こ
ろ
で
は
一
湿
り
の
計
重
し
か
た
い
が
、
逗
い
時
前
来
に
友
る
に
従
っ
て
此
等
の
計
葺
の
延
長
の
分
岐
が
甚
し
〈
左
る
。
此
の
意

味
に
於
て
吾
と
の
計
置
は
殆
ん
E
凡
て
樹
枝
的
構
遣
を
も
っ
。
然
し
乍
ら
、
ヒ
ッ
ク
ス
に
あ
っ
で
は
計
聾
の
此
く
白
如
垂
樽
遣
は
度

外
視
さ
れ
る
。
計
聾
は
、
吾
と
が
近
雪
将
来
に
謝
し
て
唖
摘
す
如
昔
、
た
だ
一
本
の
計
毒
と
し
て
、
|
|
他
に
受
替
的
た
る
計
聾
を
も

た
ぬ
も
白
と
し
て
|
|
樹
主
さ
れ
る
と
仮
定
さ
れ
る
。

と
こ
る
で
計
置
と
は
、
経
済
事
的
に
は
、
吾
と
が
行
動
の
一
卦
象
と
し
で
自
由

一
般
経
済
理
論
の
親
鮪
か
ら
問
題
と
怠
る

陀
賦
値
し
得
る
も
の
と
し
で
一
定
白
議
定
値
を
賦
興
す
る
己
と
巳
他
た
ら
友
い
。
抽
摘
も
。

代
動
針
象
は
主
と
し
て
市
場
じ
於
け
る
、
各
種
目
取
引
針
象
に
封
ず
る
需
給
量
で
あ
る
。
か
〈
て
ヒ
ヅ
ク
ス
に
於
て
は
、
計
霊
と
し

て
問
題
と
さ
れ
る
己
と
は
、
前
掲
記
就
表
に
於
け
る
数
量
の
欄
の
諸
費
数
に
封
し
て
一
義
的
に
確
定
的
た
呂
敷
値
を
賦
興
す
る
E
と

陀
他
た
ら
自
己
と
と
"
な
る
。
第
二
、
強
想
謝
象
の
債
格
へ
白
限
定
。
と
己
ろ
で
か
〈
白
如
昔
計
聾
の
決
定
に
常
っ
て
、
柑
神
高
叩
白
出
来

事
の
強
想
が
必
要
友
己
と
は
い
ふ
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
と
己
ち
で
現
貨
の
経
済
主
慌
の
計
聾
編
成
に
於
て
「
材
料
」
ん
し
た
る
も
白
は
、

勿
論
、
持
来
の
債
格
白
み
に
限
ら
れ
ね
と
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
ヒ
ッ
ク
ス
は
、
完
全
競
争
白
前
提
に
照
隠
し
て
、
此
白
封
象
を
債

格
の
み
仁
限
定
寸
弘
。
第
三
、
輔
時
想
白
一
義
的
徹
定
性
の
仮
定
。
明
か
仁
強
想
は
極
め
て
微
妙
た
ー
構
誼
を
も
っ
。
最
も
草
純
た
場
合

を
考
へ
る
と
し
て
も
、
特
殊
の
揚
合
主
除
け
ぽ
、
一
般
に
そ
れ
は
、
交
替
的
虻
成
立
可
能
た
幾
つ
か
の
尚
来
事
〔
今
回
場
合
、
債
梼
}

が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
↓
定
の
確
率
を
以
て
強
想
さ
れ
る
、
と
い
ふ
形
態
を
と
り
、
計
聾
の
編
成
は
此
の
確
率
の
分
布
の
姿
忙
左
右
さ
れ

る
と
と
と
た
る
で
あ
九
払
。
然
し
乍
臥
E
Y
ク
ー
は
、
事
態
を
簡
単
化
し
て
冗
此
の
確
率
分
布
を
伴
ふ
暗
躍
想
を
そ
の
数
柏
崎
か
一
義
的

第
六
銃

芭
ヴ
タ
ヌ
の
朝
乎
理
論

揮
五
十
凡
巻

斗b

屯
O 

ibid_ p. 123. 130-131 
ibid. pp_ 124-1:25_ ' 
此四貼については本誌所謁拙稿 L理想の梼諸白分栂l(昭和十四年二月)i量参照
されたい。
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ヒ
ツ
タ
為
由
利
子
理
論

第
五
十
凡
審

静
六
輯

-e 
O 

'" 11. 

即
ち
彼
に
よ
れ
ば
、
此
白
「
代
表
的
左
右
強
想
債
格
」
官
官

S
B
E
E
-
M耳

目
官
E
a
Z
E
)
と
は
、
そ
白
確
率
分
布
に
主
っ
て
典
へ
ら
れ
る
毅
皐
的
期
撃
値

(
F
O
B
E
M
E
Z
E
m
E
E
そ
白
も
白
で
は
放
く
、

そ
白
確
率
分
布
と
そ
れ
に
射
す

Z
主
観
的
評
煩
(
吉
己
日
間
ロ
g
z
Z
2
p
t
止
を
併
せ
反
映
す
る
如
曹
そ
白
最
確
値
白
信
頼
度
の
評

に
確
定
せ
る
債
格
を
以
て
代
表
せ
し
め
な
ろ
と
す
る
、

債
を
是
れ
に
加
減
し
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
ヒ
ッ
ク
ス
は
此
の
代
表
的
強
想
債
格
を
以
て
計
聾
編
成
白
決
定
僚
件
と
考
へ
ょ
う
と
す

る
。
従
っ
て
、

「
一
般
理
論
」
に
於
て
ケ
イ
Y

ズ
は
、

企
業
者
自
「
見
込
質
上
高
ι
(日
胃
E

g口
弘
官
Z
m
Eる
の
概
念
を
定
義
し
て

h
R

円『
EOMm唱。
n
E
C。
図
。
門
司
3
2
0品切

4
4
E
n
Y
M『
】
門
司
g
d
F
O
E
-
4
5
N
2界自旦い『

4
2
d
E
]自
品
目
。
吾
o
E
E
o
r
m
u盟
国
。
一
司
自
色
。
2

p
o
Eロ
告
。
。
町
高
官
。
自
白
車
。
自
耳
目
。
E

唱
。
宮
ULMZS
壬
宮
各
官
官
己
]
〕
司
自
nr自
信
司

F
a
T
P
宮内円。唱
2
0
E
d
m
E
Z
。『

2
宮内
E
E。
担
当
FOロ
『
o
z
m
S
2
E
m
r
o
E。
ロ
ョ
と
定
義
し
た
が
、
此
の
ケ
イ
ン
ズ
白
寅
上
高
を
債
格
で
置
換
へ
た
も
D
が
、
ヒ
ッ

ク
ス
の
代
表
的
課
想
債
格
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ッ
タ
ス
は
此
白
意
味
じ
於
て
晴
朗
想
債
格
白
一
義
的
確
定
性
を
仮
定
す
る
が
)
前
掲
記
競

表
に
於
け
る
第
一
週
以
後
。
諌
恕
償
額
及
び
利
子
の
歩
合
円
割
引
申
)
は
、
此
の
意
味
白
一
課
想
向
田
格
に
他
注
ら
在
h

円。

以
上
に
上
つ
で
ヒ
ッ
ク
ヌ
の
動
型
的
一
般
均
衡
現
輸
の
微
分
事
的
構
成
田
内
容
は
明
か
と
な
っ
た
。
!
ー
以
上
の
諸
考
案
に
よ
っ

で、

E
の
E
と
は
、
反
商
か
ら
云
へ
ば
、
上
記
白
記
就
表
に
示
さ
れ
た
る
如
者
援
数
系
に
問
題
が
限
定
さ
れ
る
に
到
る
が
、
第
一
に

量
づ
、
此
D
踊
県
教
系
佐
一
不
さ
れ
た
る
如
曹
債
格
議
想
に
基
雪
丘
一
か
ら
、
何
ら
か
白
目
槙
(
例
へ
ば
、
家
計
な
ら
ば
敷
周
、
企
業
な
ら
ば
利
潤

主
い
ふ
如
き
)
を
叡
大
抵
ら
し
め
る
如
〈
、
行
動
針
象
た
る
「
数
量
L

に
数
値
そ
賦
興
ず
る
と
と
が
、
「
計
聾
」
の
問
題
に
他
左
ら
司
泣

い
。
従
っ
て
、
此
の
計
蓋
D
問
題
は
、
形
式
陀
的
は
、
静
事
的
理
論
に
於
け
る
選
揮
白
問
題
と
金
〈
同
一
の
構
造
を
も
ち
、
ぞ
れ
ム
」

同
様
白
微
分
皐
的
手
績
に
よ
っ
て
慮
迎
さ
れ
る
こ
と
で
と
在
る
。
更
に
か
〈
白
如
く
に
し
て
夫
と
の
取
引
封
象
に
劃
し
て
個
人
的
た
る

需
要
図
敷
及
び
供
給
函
敷
が
導
出
さ
れ
た
暁
忙
於
て
は
、
上
記
の
如
ぐ
に
し
て
均
衡
概
念
が
擁
充
さ
れ
、
需
給
曲
線
闘
式
が
費
動
過

ibid. pp. 124-126 3) 



'
程
に
も
適
用
さ
れ
得
る
以
上
、
市
場
に
於
け
る
債
格
決
定
機
構
が
、
静
動
的
一
般
均
衡
理
論
忙
於
け
る
と
同
様
の
手
織
き
陀
工
つ

で
分
析
さ
れ
得
る
に
到
る
己
と
は
明
か
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
か
く
の
如
〈
構
成
さ
れ
た
動
事
吉
一
般
均
衡
迎
論
は
、
時
理
教
系
白

繍
張
を
別
に
し
て
云
へ
ば
、
晴
朗
想
が
他

ρ興
件
と
並
ん
で
、
新
し
い
奥
件
と
し
て
導
入
さ
れ
た
と
い
ふ
に
止
ま
り
、
形
式
的
に
見
る

他
の
黙
に
於

τは
、
静
準
的
一
般
均
衡
迎
論
と
金
く
同
様
白
構
池
を
も
っ
(
所
調
£
自
民
宮
色
。

zv官巳
S
L
J。

限
り
、

か
く
の
如

普
が
動
墜
的
一
般
均
衡
理
論
の
微
分
接
的
構
成
に
他
准
ら
也
が
、

ヒ
ッ
ク
ス
自
身
亡
の
己
と
を
次
白
や
う
に
絞
ベ
て
ゐ
る
。

(Fm
需
品
)
白
利
用
に
よ
づ
で
、
吾
と
は
師
型
動
過
程
を
、
一
時
的
均
衡
白
系
列
よ
り
成
る
も
の
と
し
て
取
扱
ひ
得
る
に
到
ろ
が
、
更
に

と
れ
に
よ
っ
て
吾
と
ほ
、
均
衡
分
析
を
動
皐
的
問
題
白
分
野
陀
使
用
し
得
る
に
到
る
。

ま
た
計
聾

(nr】
VF旦
白
利
用
じ
よ
っ
て
吾

ゐ
は
、
目
前
の
目
的

ι向
け
ら
れ
た
行
動
と
未
来
に
向
け
ら
れ
た
行
動
と
の
聞
の
閥
係
を
明
か
に
も
ι
し
得
る
に
到
る
。
計
聾
は
週
白

聞
に
発
現
さ
れ
る
と
想
定
す
る
己
と
日
よ
っ
て
吾
を
は
、
週
の
初
め
に
於
け
る
と
は
異
る
と
と
る
の
週
の
終
り
の
依
況
を
認
識
し
得

る
に
到
品
。
か
く
て
第
二
週
忙
成
立
す
る
新
し
い
一
時
的
均
衡
は
第
一
週
に
於
て
成
立
し
た
そ
れ
と
は
異
た
っ
た
も
の
と
た
5
0
か

〈
の
加
ぐ
に

L
て
進
行
し
つ
つ
あ
る
受
動
遁
程
を
吾
を
は
得
る
に
到
る
。
|
|
更
に
亦
橡
想
の
一
義
的
確
定
性
の
考
案
言
。
骨
三
日

嘗
て
吾
を
い
か
静
撃
的
理
論
に
於
て
家
計
及
び
企
業
の
分
析
に
於
て
詳
論
し
た
と
同
様

今
分
析
を
、
計
撃
の
目
前
D
債
格
及
び
強
想
債
格
へ

D
H依
存
関
係
官
骨
官

E
O
B
n
o
o
h
1
2
8
2
5
E
1
8
m
g
t
M官。
E
百
自
)

。町骨
m
E
O
R官。
E
m
E
B
)
は
、
吾
々
を
し
て
、

白
決
定
に
利
用
し
得
せ
し
め
る
。

E

D
と
と
在
、
吾
々
が
市
揚
均
衡
の
概
念
を
保
存
し
て
持
っ
て
ゐ
る
E

ど
い
ム
事
貨
と
併
せ
利
用
ず

己
己
で
も
倫
充
分
使
聞
に
耐
え
る
の
で
あ
る
」
。

Z
社
ら
ば
、
静
皐
的
分
析
は
賓
質
的
た
諸
賄
に
於
て
、

穴

(3) 

次
に
費
木
市
場
の
構
造
白
皐
純
化
白
た
め
の
諸
考
案
に
つ
い
て
絞
ベ
も
に
い
。

タL

と
と
で
吾
舎
が
直
商
ず
る
問
題
は
か
ろ
明
快
あ

傍
六
披

ヒ
ツ
タ
『

A
m
利
子
理
論

第
五
+
八
巻

七
O

一-
一

-， 
週

T. R. Hicks ~ Mr. !<"eyne!';' Theory of Rmplqyment， Ec. Journal; Jun~ 19:~6. 
pp.. 238-'242筒、此白栂蜘を展開したものとして G.Myrdal rD業績 (Prisbi-
ldningsprobleme.nt och 由rander1igheten，.(.92'7)が高〈許倒されねばなb由。
ibid. p. 127. 
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ヒ
ツ
タ
ス
由
利
子
理
論
.

第
五
十

A
巻

四
O 

七
O
四

第
六
椀

Z
。
現
寅
に
於
て
利
下
歩
合
は
極
め
て
複
雑
に
分
化
し
て
ゐ
る
。
多
〈
の
揚
合
、
費
本
荷
揚
は
高
度
に
不
完
全
で
あ
る
と
と
も
目
、
ー

借
手
が
異
る
に
つ
れ
て
、
不
履
行
の
危
険
が
夫
ξ

団
関
っ
て
ゐ
る
@
然
し
か
う
い
ふ
事
情
は
度
外
調
す
る
と
し
で
も
、
利
率
低
更
に
貸

付
期
間
白
長
短
に
作
っ
て
分
化
し
て
ゐ
る
。
と
E
ろ
で
、
現
賓
が
か
く
の
如
《
で
あ
る
の
に
卦
し
て
、
経
済
理
論
は
た
だ
一
種
の
利

予
歩
合
し
か
存
し
た
い
経
済
(
自
耳
目
o
E『

5
F
B
q
a
S
自
己
宮
仲
田
町

o
ご
E
B与
を
考
へ
ょ
う
圭
す
る
。
然
ら
ぽ
現
貨
に
針
し
て

受
賞
性
を
も
っ
理
論
を
構
成
す
る
に
は
、
如
何
た
る
経
済
が
考
へ
ら
る
べ
き
か
。
と
れ
が
問
題
で
あ
る
。

此
の
問
題
比
立
入
る
に
先
立
っ
て
、
以
下
の
展
開
に
聞
係
あ
る
経
済
の
一
一
つ
の
型
に
つ
い
て
鍛
べ
で
置
昔
度
い
。
現
賓
の
市
抑
留
に

於
て
は
、
商
品
並
び
陀
詮
朱
の
取
引
に
営
ワ
て
、
部
分
的
に
先
物
の
取
引
が
行
は
れ
て
ゐ
る
と
と
は
周
知
の
如
〈
で
あ
る
。
ム
」
己
ろ

一
方
に
先
づ
、
先
物
取
引
が
全
然
存
し
た
い
経
済
を
考
で
と
れ
を
現
物
経
済
〔
町
宮
戸
開

E
E
Z、
)
と
呼
ぴ
、
次
陀
他

で
今
害
と
は
、

方
、
将
来
白
問
題
と
怠
る
期
間
白
金
範
固
に
亙
っ
て
全
商
品
の
党
物
取
引
が
行
は
れ
、
縫
う
て
凡
て
の
商
品
が
前
以
て
寅
買
さ
れ
、

市
揚
で
は
そ
の
期
間
白
需
給
の
み
危
ら
争
、
将
来
の
凡
て
の
需
給
が
出
逢
ふ
如
き
経
済
を
考
へ
、
と
れ
を
先
物
経
済

(
F
E
5

胃

o
E日
ご
と
呼
ぶ
。
勿
論
、
現
賓
の
経
済
は
此
白
雨
定
型
D
中
聞
に
位
置
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
吾
と
は
、
商
品
に
闘
す

Z
限
り
、
現
物
経
済
白
定
型
的
な
揚
合
を
前
提
し
て
議
論
を
進
め
る
。
従
っ
て
市
揚
で
は
た
だ
今
期
間
的
一
需
給

(
E
2
2
Z
E自
身

s
a
E
3
r
g
)
の
み
が
出
逢
ひ
、
ー
将
来
に
掛
す
る
粧
済
主
鱒
の
計
聾
は
、
一
古
は
ば
伏
せ
ら
れ
て
、
た
だ
今
期
の
需
給
活
動
を
制
約
す

る
に
止
る
白
で
あ
る
。
上
記
の
記
就
表
に
つ
い
て
云
へ
ぽ
、
数
量
禰
の
第
一
一
刊
の
塑
数
の
み
が
市
場
に
現
は
れ
る

D
で
あ
る
。

さ
て
商
品
取
引
に
つ
い
て
は
か
〈
白
如
く
現
物
経
済
が
考
へ
ら
れ
る
が
、
次
に
貨
幣
費
本
の
取
引
に
つ
い
て
は

E
う
考
べ
ら
れ
る

か
e

己
れ
に
つ
い
て
、
吾
ミ
が
直
面
す
る
問
題
は
上
記
の
如
〈
で
あ
る
が
、
ヒ
ヅ
ク
ス
が
此
D
問
題
の
解
決
。
手
懸
り
と
す
る
着
眼

ほ
、
長
期
利
率
と
短
期
利
率
ど
の
聞
に
は
一
定
D
闘
係
が
あ
り
、
前
者
は
後
者
に
還
元
さ
れ
得
る
と
い
ム
事
寅
に
存
ず
る
。
二
週
間

ibid. PP. 135-140 



引
績
い
て
借
り
る
の
も
、
先
づ
二
週
間
借
り
、
吹
に
一
麿
乙
れ
を
返
却
し
て
新
じ
い
利
率
で
今
一
週
間
と
れ
を
借
る
の
も
、
結
果
忙

於
て
同
様
で
あ
る
。
此
の
貼
貸
手
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
従
っ
て
、
此
の
こ
つ
の
場
合
を
通
巳
て
利
子
止
し
で
支
携
は
れ
る
金

額
は
同
一
で
・
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
従
っ
て
今
、
上
記
D
記
就
表
所
掲
D
如
〈
、

h
h
H
+山園地
4
4
q
パ
韓
三
園
育
濡
議
止
H
h
月
期
主
・
R
嘩
叫
ぶ
「
出
刷
」
時
官
。
当
山
市
精
ゆ

と
し
、
E
れ
に
針
し
て
、

3
n瀦
H

山国

R
淳
司
副

l
砲
車
道
題
。
湾
奇
R
嘩
斗
M

日
(
雛
措
)
諮
叫
門
性
可
吟

'
と
す
れ
ば
、

一
般
に
、

....' .... + 〒。。
ーム M 

~ 11 
附同

11+ 
イ旬、 司

+ 
『

) 

( 

H 

+ 
『

) 

(
同
+
許
可
H
Q
+
3
)
色
+
3
)
(
同
+
3
)

た
る
開
係
が
成
立
す
る
。

E

O
己
主
か
ら
し
て
上
記
の
問
題
に
封
ず
る
一
つ
白
解
答
が
奥
へ
ら
れ
る
。
経
済
理
論
は
た
だ
一
種
類
の
利
子
歩
合
し
か
成
立
し

た
い
や
う
左
経
済
を
要
求
す
る
。
然
る
に
上
記
の
分
析
は
、
貸
付
期
間
陀
よ
っ
て
複
雑
に
分
岐
せ
る
利
牽
シ
ス
テ
ム
が
一
週
間
期
限

由
利
率
に
還
元
さ
れ
得
る
己
と
を
示
す
。
従
っ
て
今
、
貸
付
は
凡
て
一
週
間
期
限
の
貸
付
と
し
て
し
か
行
は
れ
得
ぬ
如
昔
経
情
、
即

ち
「
短
期
貸
付
だ
け
の
現
物
経
済
」
(
叩
宮
内
国

E
E
Z
Z
F
F
E
Z
E
E
m
)
を
考
へ
る
佐
ら
ば
、
上
記
の
理
論
的
要
求
を
満
し
つ
つ
、

然
も
現
貨
に
謝
し
て
接
近
白
塗
を
も
っ
た
経
済
が
考
へ
ら
れ
る
己
と
に
友
る
で
あ
ら
引
。

ヒ
ツ
タ
ス
自
制
干
理
論

七
O
五

四

弾
五
十
八
巻

第
六
披

Hicksは匂自問りに R，<害者、曲とれを“thecurrent i-weeks rate" .!:: 
呼んeゐる (ibid.p. 145)。
ibid. pp. I44-147. 
ibid. p. 148 
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ヒ
ツ
タ
完
の
利
子
理
論

俸
五
十
八
巻

傭
六
腕

占

O
大

四
ニ

明
弘
に
此
の
一
「
短
期
貸
付
だ
け
の
現
物
経
済
」
と
い
ふ
構
想
は
複
雑
在
る
利
率
シ
ス
テ
ム
の
短
期
利
率
へ
の
還
元
と
い
ふ
賭
に
長

斯

E
E
っ
て
ゐ
る
。
然
し
、
か
〈
の
h
m
〈
短
期
貸
付
し
か
行
は
れ
ぬ
と
E

b
で
は
、
詮
雰
債
格
の
愛
動
と
い
ふ
と
止
は
あ
り
得
宇
、

維
っ
て
利
子
歩
合
い
関
聯
す
る
展
も
重
要
た
問
題
が
趨
せ
ら
れ
る
と
と
と
在
る
q

と
E
ろ
で
ヒ
ッ
タ
ス
は
此
の
困
難
を
売
れ
Z
途
と

し
て
今
一
つ
の
ユ
通
り
白
利
車
し
か
持
た
ね
経
済
」
を
考
へ
る
。

卸
ち
、

勝
済
期
限
が
規
定
さ
れ
や
、

何
日
排
済
し
て
も
よ
い

が
、
ま
た
永
久
に
も
亙
り
得
る
貸
付
だ
け
が
行
は
れ
る
経
済
、
調
は
ぽ
「
無
期
限
貸
付
だ
け
の
現
物
経
済

ι(内
耳
切
宮
内
問
刊
の
S
。自司

』
毛
喜
円
。
口
町

Z
E日
開
)
で
あ
る
。
勿
論
、

E
と
で
は
た
だ
一
遁
り
の
利
子
歩
合
し
か
存
し
特
左
い
。
と
こ
ろ
で
然
し
、

の
利
率
シ
ス
テ
ム
に
劃
し
て
如
何
た
る
接
近
の
詮
を
も
つ
か
。

E
れ
に
劃
す
る
ヒ
ッ
ク
ス
の
解
容
は
か
ろ
で
あ
る
0
1
l
|
先
づ
、
斯

そ
れ
は
現
#
H
-

〈
の
如
〈
無
期
限
貸
付
し
か
行
拡
れ
ね
と
こ
ろ
に
於
て
資
金
を
た
だ
一
週
間
売
貯
借
ら
う
と
す
れ
ば
、
主
う
し
た
ら
よ
い
か
、
と
れ

を
考
へ
る
。
明
か
に
先
づ
‘
設
券
を
致
行
し
て
無
期
限
白
借
入
を
行
ひ
、
翌
週
と
れ
を
買
っ
て
排
済
す
れ
ば
土
い
。
縫
っ
て
、
此
の

一
週
間
期
限
の
貸
付
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
己
れ
に
臆

巴
て
寅
一
質
的
た
る
短
期
利
率
が
存
在
L
侍
る
と
と
と
た
る
。
そ
れ
は
・
貸
付
に
営
っ
て
約
定
さ
れ
売
週
利
子
忙
読
奮
闘
格
の
騰
落
を

加
減
し
た
も
の
民
等
L
い
管
で
あ
る
)
か
〈
て
此
の
揚
合
に
も
、

る。 揚
合
形
式
的
に
は
無
期
限
の
貸
付
し
か
し
た
い
が
、
賞
質
的
に
は
、

現
寅
の
利
率
シ
ス
テ
ム
に
接
近
す
る
詮
が
あ
る
E
'ど
が
一
弔
さ
れ
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